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　浮遊式海洋構造物 の プ ロ タ イ プ実験構造物POSEI
− DON 号 を 用 い た 実海域実験が 山 形 県鶴 岡市 由良沖

で 1986年 9 月 に 開始 され た 。 こ の実験の 目的は ， 海洋

構造物 の 波浪 中挙動，構造応答，係留等 に関 して，現

在 まで に 水槽実験や 理論計算で 調査さ れ て きた事がら

を実 際 の 海域 で 検証す る こ とで ある 。

　本論文は こ の 実験の 第一報として，まず実験 の 目的

と概要，すなわち， 実験海域 ，
POSEIDON 号 の 構造 ，

計測項 目と計測 シ ス テ ム
， デ

ー
タ 解析法 に つ い て 述 べ

て い る 。 そ して，現在ま で に得 ら れ た デ ータの解析例

と して ， 実験海域 の 風 や 波 の 特 性，実験 に よ っ て得ら

れ た 動 揺 応 答 と理 論計算 と の 比 較，構造応答 と理論計

算との 比較等 を 示 して い る 。 そ こ で得ら れた 主 な結論

は以 下 の 如 くで ある 。

｛1） POSEH 〕QN 号 上 の 風速は陸上 風 （港湾局酒 田 の

　デ ータ）よ り10〜20％高め で あ る 。 風 向は よ く
一致

　 して い る 。

　　風 の 変動 ス ペ ク トル は Davenport等の表示式に 比

　 べ て 低周波域 で 高め で あ る。

  　波高は気象庁に よる温海 の デ
ー

タ と良 く
一

致 して

　い る。波 ス ペ ク トル は ISSC型よ りJONSWAP 型に

　近 い 。 3 台 の 波浪計の デ
ー

タ を使 っ て MLM 法 で 求

　 め た 波 向は 風向 と良 く
一

致 して い る 。

（3） POSE − ）ON 号 の 6 自由度 の 動揺は ， 得意点分布

　法に よ る理論計算と良 く一致し て い る 。 抗力係数C

　dは ほ 濯1．5で あ る 。

（4） POSE ］DON 号 の 構造歪は 3 次元梁を組み合わせ

　た骨組 み構造を解 い た構造計算 の 結果 と良 く
一

致 し

　 て い る 。
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プ レ ス トレ ス トコ ソ ク リ
ー

ト　第31巻 2 号

　プ レ ス トレ ッ シ ソ グ ス トラ ソ ドは，プ レ ス トレ ス ト

コ ソ ク リー トの 緊張材で あ り， 構造物の強度 を保持す

る主要部材で あ る 。 特に ， 洋上 で ブ ロ
ッ ク建造 され る

ような大型 コ ン ク リ
ー

ト構造物は ， 入渠に よる修理が

困難 で あ り， 構造物の 長期稼働 に 置ける安全性維持及

び耐久性 向上 の ために ， 補強鋼 材 の 腐食疲労強度 に 配

慮 した設計をす べ きで ある と考 える。

　本稿で は ， 7本よ りプ レ ス ト レ ッ シ ソ グ ス トラ ン ド

を供試材 とした空気中及 び 3 ％Naclの 疲労試験を行

い ，初断線発生繰返数を疲労破壊の 基準と した 疲労強

度を求め ， 既報 の 文献 ，
コ ソ ク リ

ー
ト構造の 限界状態

設計法指針 （案）及 び 米国 コ ソ ク リ
ー

ト学会委員会報

告 との 比較を行 っ た Q さらに ， 腐食疲労強度の 低下等

に つ い て の 検討 を行 い
，

王07回 まで の 腐食疲 労強度を

推定 した 。 主 な結論を示す と，以下の と お りで あ る 。

｛1） S−N 線図傾斜部 の 破壊確率5％の 空気中初断線発

　生繰返数N と引張破断応力Su に 対す る応力範囲Sr

　 との関係 は，Log＝2．86− 3，35Log（Sr／su ）で示 される。

（2） 破壊確率 5 ％ の 空気中2x106回最大応力Smax は，

　次式に よ り平均応力Sm か ら求め ら れ る 。

　　　Smax ／Su＝0。0869十 〇．9563　Sm／Su

（3） 腐食疲労 の 応力範囲 Srと初断線発生繰返数N と の

　関係は
， 片対数で 表示す る と Sr／Su が o．15以上 の と

　 ぎ直線で 示す こ とが で き る 。 傾斜部の強度は ，平均応

　力の増加に よ っ て低下す る。N ＝5x1〔戸回以上 の 時間

　強度に対す る最大応力は ，平均応力 か ら推定で きる。

（4） 空気中強度 に 対す る 腐食疲労強度の 低下 は，平均

　応力 に 依存す る る応力範囲 の強度低下割合は，平均

　応力 の 変化 に 対 して
一

定で あ る の に 対 し，最大応 力

　 の そ れ は 平均応力が小 さい ほ ど大 ぎい 。

（5） 腐食疲労 の 初断線発 生繰返数 は ， 破断 繰返数 の

　83．7％ と一定で あ る 。 し か し，空気中試験の 場合，

　初断線か ら破断に至 る繰返数は，負荷応力範 囲が低

　下する に従 い 大き く な る。
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